
「
じ
っ
と
我
慢
か
ら 

よ
し
動
く
ぞ
。
」
へ
の
方
向
転
換 

真
言
宗
豊
山
派 
佐
渡
宗
務
支
所 

支
所
長 

 
支
所
下
十
三
番 

東
光
院 

住
職 

加
藤 

龍
久 

令
和
三
年
四
月
か
ら
佐
渡
宗
務
支
所
長
の
重
責
を
お
お
せ
つ
か
り
、
そ
の
責
任
を
十
分

に
果
た
せ
な
い
ま
ま
二
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
武
田
信
玄
の
言
葉
を
引
用
す
れ
ば
、
令
和

三
年
は
山
の
よ
う
に
じ
っ
と
動
か
ず
、
令
和
四
年
は
動
き
の
速
い
こ
と
風
の
如
く
。
こ
ん

な
心
境
で
コ
ロ
ナ
禍
の
二
年
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ
っ
て
、

動
き
た
い
の
に
じ
っ
と
我
慢
す
る
日
々
は
忍
耐
を
必
要
と
し
ま
し
た
。
今
年
、
世
の
中
が

徐
々
に
動
き
出
し
、
佐
渡
支
所
も
球
が
弾
け
た
よ
う
に
動
き
出
し
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
制
限
が
あ
る
中
で
も
菩
提
寺
の
護
持
発
展
の
た
め
に
、
並
び
に
佐
渡

支
所
の
事
業
推
進
の
た
め
に
檀
信
徒
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
四
年
度
前
期
、
佐
渡
支
所
で
は
教
師
大
会
（
僧
侶
の
総
会
）
、
檀
信
徒
総
代
会
、
僧
侶

研
修
会
を
開
催
。
宗
務
所
・
本
山
で
は
全
国
檀
信
徒
協
議
会
（
慶
宮
寺
総
代
、
羽
二
生 

裕
様
が
参

加
）
、
全
国
布
教
師
大
会
等
の
諸
事
業
を
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

さ
て
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
は
宗
祖
弘
法
大
師
御
生
誕
一
二
五
〇
年
の
勝
縁
の
年
に
当

た
り
ま
す
。
佐
渡
支
所
で
は
令
和
五
年
六
月
初
旬
に
二
泊
三
日
で
総
本
山
を
参
拝
い
た
し

ま
す
。
人
の
一
生
に
お
い
て
幾
度
も
長
谷
寺
・
高
野
山
を
お
参
り
す
る
機
会
は
な
い
と
思 

わ
れ
ま
す
。
ま
だ
一
度
も
お
参
り
し
た
こ
と
の
な
い
貴
方
、 

是
非
一
度
お
参
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

安
心
・
安
全
に
十
分
配
慮
し
た
団
体
参
拝
に
い
た
し
ま
す
。 

 

 

 

            

令
和
四
年 

十
一
月 

一
日 

発
行 

発
行
所 

佐
渡
市
新
穂
長
畝
一
六
三
〇
東
光
院
中 

真
言
宗
豊
山
派
佐
渡
宗
務
支
所 

発
行
責
任
者 

 
 

 
 

 

加
藤 

龍
久 

編
集
委
員
長 

 
 

 
 

 

池
田 

英
雅 

第
七
十
四
次
全
国
檀
信
徒
総
代
協
議
会
に
参
加
し
て 

 

支
所
下
二
番 

慶
宮
寺 

総
代 

 

羽
二
生 

裕 
 

新
緑
の
ま
ば
ゆ
い
六
月
七
日
・
八
日
の
二
日
間
、
奈
良
県
橿
原
市

大
和
ロ
ー
ヤ
ル
ホ
テ
ル
及
び
、
総
本
山
長
谷
寺
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
標
記
総
代
協
議
会
に
出
席
し
て
来
ま
し
た
。
全
国
か
ら
豊
山
派
檀

信
徒
総
代
三
十
四
名
（
新
潟
県
か
ら
は
私
を
含
め
三
名
）
が
参
集
し
ま
し
た
。

今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
事
前
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
及
び
、
各
二
日
間
共

に
抗
原
検
査
を
行
っ
て
か
ら
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。 

一
日
目
は
、
研
修
会
と
協
議
会
が
ホ
テ
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
の
講
師
は
、
佐

渡
ご
出
身
の
大
正
大
学
前
学
長
で
大
日
寺
住
職
の
大
塚
慈
伸
様
で
し
た
。 

 
 

 
 

 

『
弘
法
大
師
の
お
こ
こ
ろ
と
現
代
社
会
』
と
い
う
演
題
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お

大
師
様
の
生
き
て
い
た
時
代
は
富
士
山
の
噴
火
や
大
飢
饉
、
天
変
地
異
（
地
震
や
津
波
、
台
風
、
旱

（
ひ
で
り
）
、
疫
病
の
流
行
）
な
ど
多
々
あ
り
、
今
日
の
度
重
な
る
自
然
災
害
と
相
通
じ
る
も
の
が

あ
る
と
い
う
お
話
で
し
た
。
さ
ら
に
、
今
日
的
な
社
会
課
題
と
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

①
少
子
高
齢
化
に
伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
の
課
題 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

②
寺
院
離
れ
と
寺
院
消
滅
の
課
題 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
倫
理
道
徳
の
希
薄
化
、
社
会
不
安
な
ど
、
私
達
檀
信
徒
が
如
何
に
解
決
し
生
き
て
い
く
か
。

大
塚
様
は
、
今
こ
そ
お
大
師
様
の
お
こ
こ
ろ
を
現
代
社
会
へ
活
か
し
て
い
く
こ
と
と
し
て 

 

①
総
代
（
お
檀
家
様
）
と
僧
侶
の
自
己
変
革
（
共
生
意
識
と
他
者
を
想
う
仏
心
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

②
弘
法
大
師
の
お
こ
こ
ろ
を
現
代
的
に
読
み
解
く
（
地
域
に
根
ざ
し
た
現
代
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
独
自
の
実

践
が
必
要
）
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
協
議
会
で
は
、
総
本
山
長
谷
寺
の
今
年
度
の
施
策
方
針
説
明
や
各
地
区
か
ら
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

二
日
目
は
、
総
本
山
長
谷
寺
に
移
動
し
、
朝
の
清
々
し
い
風
の
吹
く
長
谷
寺
本
堂
に
て
、

浅
井
侃
雄
管
長
様
が
導
師
を
務
め
る
『
特
別
法
要
』
が
総
勢
五
十
六
名
の
檀
信
徒
・
僧
侶
の

皆
々
様
方
と
共
に
、
厳
か
な
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

と
て
も
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
こ
の
度
の
報
告
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

第 18 号 

 



 

第
四
十
四
回 

青
少
年
研
修
会 

仏
教
青
年
会 

会
長 

支
所
下
五
番 

曼
荼
羅
寺 

住
職 

渡
部 

成
樹 

 

佐
渡
市
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
発
生
状
況
か
ら
第
四
十
四
回
青
少
年
研 

修
会
は
、
仏
青
会
員
の
各
自
坊
で
開
催
す
る
こ
と
に
相
成
り
ま
し
た
。 

今
回
の
研
修
会
は
、[

お
寺
で
写
仏
体
験
を
し
よ
う
！]

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代
の
方
々
に
気
軽
に
参
加
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
内
容
と
し
ま
し
た
。
（
写
仏
と
は
、
仏
さ
ま
を
写
し
て
描
く
、
仏
画
・
絵
の
こ
と
） 

ま
た
、
お
寺
の
安
ら
ぐ
空
間
で
写
仏
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
不

安
や
ス
ト
レ
ス
を
少
し
で
も
解
消
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
り
ま
す
。 

さ
て
、
令
和
四
年
七
月
三
十
日
（
土
）
に
会
長
の
自
坊
、
曼
荼
羅
寺
に
お
い
て
、
大

人
二
名
と
子
ど
も
二
名
、
計
四
名
で
写
仏
体
験
を
行
い
ま
し
た
。 

写
仏
を
し
て
い
る
時
の
、
み
ん
な
の
顔
は
微
笑
み
、
ま
る
で
描
い
て
い
る
仏
さ
ま
の 

よ
う
に
見
え
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

合
掌 

         

 

 

子
ど
も
の
感
想 「

写
仏
は
初
め
て
だ
っ
た
け
ど
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
」 

 

              

真言宗豊山派 佐渡支所 

令和 5 年（2023）総本山参拝の旅 

総登嶺 総本山長谷寺と高野山 

旅行日 令和 5 年 6 月 5 日（月）～7 日（水） 

旅行代金 お 1 人 110,000 円（申込金 含む） 

募集人数 50 名 ※ 

締め切り 令和 5 年（2023）１月末日（1 次） 

  ３月末日（２次） 

申込金 10,000 円（申込書と一緒に納めてください） 

島内各地 送迎バスあり 

※コロナ感染の状況に応じて、募集人数を変更する場合

があります。 

◎詳しくは、各菩提寺に配布のパンフレットを 

ご覧ください。 

お申込みをお待ちしております。 

 

仏
教
婦
人
会 

会
長
に
就
任
し
て 

支
所
下
八
十
七
番 

照
光
寺 

 

奥
野 

洋
子  

令
和
四
年
四
月
よ
り
、
仏
教
婦
人
会
佐
渡
支
部
会
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。 

令
和
二
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
世
界
規
模
で
発
生
し
て

か
ら
も
う
三
年
目
と
な
り
、
佐
渡
市
も
四
月
上
旬
感
染
力
の
強
い
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
が
急
増
し
、
不
安
な
日
々
を
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
感
染
症
対
策
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
よ
う
や
く
落
ち
着
き

は
じ
め
て
い
る
状
況
に
光
が
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

総
会
や
研
修
会
等
見
合
わ
せ
て
お
り
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
再
開
で

き
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

仏
教
婦
人
会
佐
渡
支
部
結
成
は
昭
和
四
十
八
年
と
聞
き
ま
し
た
。
義

母
亡
き
あ
と
入
会
し
た
私
で
す
の
で
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
会
員
数
の
減
少
な
ど
様
々
な
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
皆

様
と
力
を
合
わ
せ
て
会
の
継
続
発
展
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

  



豊
山
派
佐
渡
支
所
の
寺
院
を
訪
ね
る 

佐
渡
宗
務
支
所
に
は
五
十
九
ヵ
寺
の
寺
院
が
あ
り
、
ご
住
職
様
は
四
十
人
お
ら
れ
ま
す
。

島
内
の
各
寺
院
は
、
そ
の
地
域
に
深
く
根
ざ
し
て
お
り
、
数
百
年
に
も
わ
た
っ
て
お
檀
家
様

や
ご
住
職
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

佐
渡
支
所
の
役
員
（
私
た
ち
）
は
支
所
内
の
各
寺
院
を
訪
ね
て
、
こ
れ
ま
で
の
お
檀
家
様
、

ご
住
職
様
の
ご
尽
力
や
ご
苦
労
を
お
聞
き
し
、
ま
た
、
今
抱
え
て
い
る
諸
問
題
（
地
域
や
寺
院

の
在
り
方
な
ど
）

や
、
そ
れ
に
立
ち
向
か
い
精
根
傾
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
お
聞
き
し
た
い
の

で
す
。
そ
の
貴
重
な
お
話
の
中
か
ら
、
将
来
へ
の
展
望
が
開
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

両
津
浦
川 

文
殊
院(

支
所
下
七
十
四
番)

を
訪
ね
て 

両
津
か
ら
加
茂
線
を
走
り
平
松
を
過
ぎ
大
き
く
カ
ー
ブ
す
る
と
、
い
き
な
り
眼
前
に
文
殊
院
の

大
伽
藍
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
高
台
に
建
つ
本
堂
の
柱
の
朱
色
が
、
空
と
海
に
映
え
威
風
堂
々

と
し
た
佇
ま
い
で
す
。
五
十
三
段
の
石
段
を
登
っ
て
本
堂
正
面
に
立
つ
と
視
界
が
ワ
イ
ド
に
広
が

り
、
両
津
湾
が
一
望
で
き
ま
す
。 

ご
住
職
様
の
中
浜
照
文
師
が
出
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
文
殊
院
は
本
堂
内
の
荘
厳
か
ら
も

こ
の
加
茂
地
区
全
域
の
中
心
的
な
寺
院
で
あ
る
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
浜
照
堂

師
、
照
一
師
、
照
文
師
が
三
代
に
渡
っ
て
こ
の
地
域
に
深
く
根
を
下
ろ
し
、
お
檀
家
様
は
元
よ
り
、

地
域
住
民
と
苦
楽
を
共
に
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
精
神

的
な
拠
り
所
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
、
ご
住
職
様
の
お
話
の
中
か
ら
感
じ
ま
し
た
。 

ご
住
職
様
に
「
普
段
心
が
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
何
で
す
か
。
」
と
お
尋
ね
す
る
と
、 

「
は
い
。
は
い
。
と
受
容
す
る
こ
と
か
な
。
」
と
お
答
え
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
お
寺
の
運
営

で
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
を
お
尋
ね
し
ま
し
た
。 

「
こ
れ
ま
で
永
年
に
渡
っ
て
継
続
し
て
き
た
事
柄
を
弛
ま
ず
続
け
て
い
く
こ
と
。
世
の
中
が
急
速

に
変
化
し
、
お
寺
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ

感
染
症
拡
大
で
法
事
や
葬
儀
が
大
き
く
変
容
す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
永
年
継
続
し
て
き
た
事
柄
を

熟
考
し
、
そ
の
事
の
意
義
を
再
確
認
し
た
上
で
、
継
続
し
て
い
く
事
。
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た 

ご
住
職
様
の
言
葉
を
心
に
刻
ん
で
お
寺
を
後
に
し
ま
し
た
。 

 

              

 
真
言
宗 

お
寺
の
Ｑ
＆
Ａ 

 

Ｑ
、
お
彼
岸
や
お
盆
、
仏
事
（
追
善
供
養
な
ど
）
の
時
に
お
団
子
を
お
供
え
す
る

の
は
な
ぜ
で
す
か
？ 

 Ａ
、
お
団
子
は
仏
事
に
は
欠
か
せ
な
い
お
供
え
の
一
つ
で
す
。 

お
供
え
す
る(

お
彼
岸
、
お
盆
な
ど)

理
由
は
、
仏
様
・
ご
先
祖
様
へ
の
「
敬
意
」
や 

「
感
謝
」
を
表
し
「
お
迎
え
す
る
」
意
味
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

お
葬
式
の
時
の
お
団
子
は
特
大
二
十
個
盛
り
一
対
で
す
。
故
人
が
極
楽
浄
土 

へ
の
旅
の
途
中
で
空
腹
を
癒
や
す
為
や
、
空
腹
で
喘
ぐ
亡
者
に
団
子
を
分
け
与 

え
て
徳
を
積
み
、
極
楽
浄
土
へ
行
け
る
よ
う
に
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

お
葬
式
と
仏
事
（
追
善
供
養
な
ど
）
で
は
、
お
団
子
の
向
き
を
替
え
て
お
供 

え
し
ま
す
。
こ
れ
は
日
常
と
非
日
常
を
区
別
し
て
の
も
の
で
す
。 

「
屏
風
を
逆
さ
ま
に
立
て
る
」
「
ご
飯
に
箸
を
立
て
る
」
等
が
非
日
常
で
あ 

る
お
葬
式
に
見
ら
れ
る
風
習
で
す
。 

な
ぜ
、
お
団
子
や
お
餅
（
正
月
の
お
供
え
、
四
十
九
の
餅
）
な
の
で
し
ょ
う
か
？
ケ

ー
キ
じ
ゃ
だ
め
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

仏
様
や
ご
先
祖
様
・
故
人
を
大
事
に
す
る
気
持
ち
を
表
す
た
め
日
本
人
が
最

も
大
事
に
し
て
き
た
お
米
（
う
る
ち
米
・
も
ち
米
）
を
粉
に
し
て
お
団
子
を
お
供
え

し
、
よ
り
重
要
な
日
に
は
、
お
餅
を
作
っ
て
お
供
え
し
て
き
た
の
で
す
。 

近
頃
で
は
ビ
ニ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
砂
糖
団
子
を
お
供
え
す
る
ご
家
庭
が
増 

え
ま
し
た
。
「
お
砂
糖
」
も
ま
た
戦
時
中
を
思
い
返
せ
ば
貴
重
品
で
あ
る
こ 

と
が
分
か
り
ま
す
。
仏
様
、
ご
先
祖
様
に
お
供
え
す
る
お
団
子
や
お
餅
を 

親
・
子
・
孫
が
一
緒
に
作
る
時
間
は
「
ご
先
祖
様
に
感
謝
す
る
」 

「
仏
心
を
育
て
る
」
た
め
の
大
切
な
時
間
に
し
た
い
も
の
で
す
。
（
諸
説
あ
り
ま
す
） 

 

 
 



    

佐
渡
宗
務
支
所 

後
期 

事
業
計
画 

 

・
新
潟
県
布
教
師
会
総
会
・
研
修
会 

 
 

十
月
十
三
日(

木) 

・
三
支
所
交
流
会 

 
 

 
 

中
止 

・
北
関
東･

信
越･

佐
渡
地
区 

支
所
長
事
務
研
修
会 

 
 

十
二
月
二
十
日(

火)

二
十
一
日(

水) 

・
教
務
部
認
可
講
習
所 

 
 

 

中
止 

・
宗
立
同
和
推
進
・
人
権
擁
護
講
習
会  

 

十
一
月
二
十
九
日 

宗
務
所 

・
教
師
勉
強
会(

１) 
 

 
 

十
月 

・
新 

年 

会 
 

 
 

 

未
定 

・
教
師
勉
強
会(

２) 
 

 
 

十
二
月 

・
各
種
布
教
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 
 

実
施
予
定 

・
智
豊
合
同
会
議(

四
役) 

 
 

 

未
定 

・
智
豊
合
同
研
修
会 

 
 

 

二
月 

・
弘
法
大
師
御
生
誕
千
二
百
五
十
年
総
登
嶺
の
募
集  

適
宜 

・
佐
渡
宗
務
支
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
継
続 

 

適
宜 

・
支
所
だ
よ
り(

⒙
号)

の
発
行 

 
 

十
一
月
一
日(

火) 

・
佐
渡
宗
務
支
所
下
寺
院
訪
問 

 
 

適
宜 

・
布
教
ポ
ス
タ
ー
制
作 

 
 

 
 

ご
支
援
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

寺 

院 

探 

訪 

佐
渡
宗
務
支
所
下
六
十
一
番 

 

石 い
わ

清
水
山

し
み
ず
ざ
ん 

正
覚
寺

し
ょ
う
が
く
じ 

 

佐
渡
市
下
久
知 

 

住
職 

大
場 

憲 け
ん

栄 え
い 

 

当
寺
は
、
諸
説
あ
る
も
の
の
、
室
町
時
代
・
享
徳
元
（
一
四
五
二
） 

年
の
開
基
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
往
古
よ
り
、
久
知
郷
の
地
頭
久
知
本 

間
氏
が
支
配
す
る
久
知
郷
の
総
鎮
守
久
知
八
幡
宮
と
の
つ
な
が
り
が 

深
く
、
旧
地
名
経
塚
に
並
び
建
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
期
に
は
久
知
八 

幡
宮
の
別
当
寺
院
を
務
め
、
佐
渡
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ 

る
久
知
八
幡
宮
祭
礼
の
主
座
を
務
め
ま
し
た
。 

寺
名
に
つ
い
て
、
寺
伝
で
は
開
山
時
、
経
塚
山 
観
音
院 

長
福
寺
と
称
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

観
音
院
を
阿
弥
陀
院
に
改
め
、
享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
現
在
の
石
清
水
山 

正
覚
寺
と
改
め
ま
し
た
。
当

寺
は
、
元
禄
書
上
に
記
載
が
あ
る
よ
う
に
、
慶
宮
寺
（
畑
野
）
の
末
寺
六
坊
の
一
つ
で
し
た
。 

本
尊
は
、
金
剛
界
大
日
如
来
で
、
脇
侍
仏
は
聖
観
世
音
菩
薩
・
不
動
明
王
が
立
像
と
し
て
安
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
脇
侍
仏
の
聖
観
世
音
菩
薩
は
、
昭
和
十
三
年
六
月
十
三
日
付
の
東
京
日
日
新
聞
紙
上
に
、

『
藤
原
時
代(

平
安
後
期)

の
傑
作
品 

国
宝
級
の
仏
像
発
見
』
の
見
出
し
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
記
事
で
は
当
時
の
県
郷
土
博
物
館
齊
藤
館
長
が
、
佐
渡
へ
調
査
に
来
た
際
、
正
覚
寺
で
発
見
し
た

こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
聖
観
世
音
菩
薩
の
由
来
は
、
平
安
時
代
に
九
州
熊
本
北
部
（
現
在
の
菊
池
市
周

辺
）
を
支
配
し
て
い
た
菊
池
氏
の
領
地
か
ら
、
弥
助
な
る
も
の
が
佐
渡
へ
移
住
し
た
折
に
所
持
し
た
仏
像

で
、
文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
当
寺
へ
奉
納
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

隣
接
す
る
久
知
八
幡
宮
の
境
内
に
、
名
水
と
し
て
名
高
い
「
八
幡
榧
の
木
清
水
（
は
ち
ま
ん 
か
や
の
き 

し
み

ず
）」
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
、
こ
の
清
水
よ
り
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
距
離
を
竹
で
つ
な
い
で
配
管
し
当

寺
へ
導
水
さ
れ
、
生
活
用
水
や
寺
田
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
本
堂
前
の
手
水

舎
に
注
が
れ
て
い
ま
す
。 

 

以
前
、
新
潟
日
報
で
佐
渡
八
十
八
ヶ
所
霊
場
を
紹
介 

す
る
『
お
遍
路
の
旅
』
が
連
載
さ
れ
ま
し
た
が
、
六
十 

九
番
札
所
・
正
覚
寺
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
平
成
二
十
九
年 

七
月
よ
り
月
替
わ
り
で
「
正
覚
寺
テ
レ
ホ
ン
法
話
」
を 

行
っ
て
い
る
こ
と
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

テ
レ
ホ
ン
法
話
の
電
話
番
号
は
、 

☎
０
２
５
９-

５
８-

７
０
０
７
で
す
。 

 

編 

集 

後 

記 
 

 

今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
、
支
所
下
寺
院
の
御
住
職
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
行
事
や
法
事
に 

際
し
多
く
の
御
苦
労
が
有
っ
た
事
と
お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

当
支
所
活
動
に
於
き
ま
し
て
も
、
多
く
の
予
定
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
、
檀
信
徒
総
代
会
と
教
師
研
修
会
が
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
開
催
出
来
ま
し
た
事
、 

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

又
、
支
所
だ
よ
り
十
八
号
の
発
行
に
あ
た
り
お
忙
し
い
中
、
寄
稿
戴
き
ま
し
た
皆
様
に 

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

【
お
願
い
】 
教
師
各
位
、
檀
信
徒
各
位
へ 

 
 

支
所
だ
よ
り
に
、
「
こ
の
様
な
事
を
載
せ
て
欲
し
い
」
と
言
う
要
望
が
有
り
ま
し
た
ら
、 

ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

脇侍・聖観世音菩薩 

山門より本堂を望む 


